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2） Kim Paffenroth and Robert P.Kennedy, A Reader’s Companion to Augustine’s Confessions, Westminster 
John Knox, 2003, p.152. 第8巻の回心が最も難しく最も重要な段階ではあるが，クライマックスではな
いという。
3） J. J. O’Meara, The young Augustine: the growth of St. Augustine’s mind up to his conversion （2nd rev.ed）, 






























7） アウグスティヌスはカシキアクムで自分の弟子たちの教育のためにヴァロ―（Terntius Varro，B.C. 116
―27年）のリベラルアーツ（自由七科）をテキストとして使ったと言われる（P. Brown, Augustine of 
Hippo: a biography （A new ed. with an epilogue）, London: Faber and Faber, 2000, p. 115.）。『秩序』（II.12.35，
II.20.54）にヴァローに関する言及があることから，アウグスティヌスの自由七科への理解は決定的に
ヴァローに影響されたとみなされる。（A. Fitzgerald （ed.）, Augustine through the Ages: An Encyclopedia, 
Grand Rapids:William B. Eerdmans Pub., 1999, pp. 492―493.）。
8） Bruce A. Kimball, Orators & Philosophers: A History of the Idea of Liberal Education, New York: Teachers 
























9） Cicero, Orator 21.69 “Erit igitur eloquens-hunc enim auctore Antonio quaerimus-is qui in foro causisque 
civilibus ita dicet, ut probet, ut delectet, ut flectat.  Probare necessitatis est, delectare suavitatis, flectere 
victoriae;”（Orator（46 BC）の原文はHarvard University Press （The Loeb classical library, 1952）から
出版されたもの。）
10） Cicero, Orator 29.101 “Is erit igitur eloquens, ut idem illud iteremus, qui poterit parva summisse, modica 
temperate, magna graviter dicere.”
11） Cicero, Orator 21.69 “Sed quot officia oratoris, tot sunt genera dicendi: subtile in probando, modicum in 
delectando, vehemens in flectendo; in quo uno vis omnis oratoris est.”
12） 本研究で引用する『キリスト教の教え』のテキストは特に下記の加藤武訳にたよって私訳を試みたが，
参考にした原文及び翻訳は次の通りである。原文：De Doctrina Christiana（396/427，CSEL（LXXX））。
英 訳：‘On Christian doctrine’（tr.J.F.Shaw, “Great books of the Western World”（18），Encyclopædia 
Britannica, 1952.）; “Augustine De Doctrina Christiana”（ed., tr. R. P. H. Green, Oxford University Press, 
2004.）。和訳：「キリスト教の教え」（加藤武訳『アウグスティヌス著作集（6）』，教文館，2011）。
13） De Doctrina Christiana 4.12.27 “Dixit ergo quidam eloquens, et verum dixit, ita dicere debere eloquentem 





























14） De Doctrina Christiana 4.17.34 “Is erit igitur eloquens, qui poterit parva summisse, modica temperate, magna 
granditer dicere,”
15） De Doctrina Christiana 4.17.34 “Is erit igitur eloquens, qui ut doceat poterit parva summisse, ut delectet 














































































伝統を保護する活力となるよい証拠であるという。（Msgr. Leon Cristiani, the story of Monica and her Son 







































































































た原文と翻訳は次の通りである。原文：‘Confessiones’ （BA14）。英訳：‘Saint Augustine Confessions’ 
（tr. by Vernon J. Bourke,“The Fathers of the church; a new translation”（v.21）. The Catholic University 
of America Press, 1966.）； “The Confessions of St. Augustine”（tr. John K. Ryan, Image Books, 1960）; 
‘The confessions’（tr.Edward Bouverie Pusey, “Great books of the Western World”（18），Encyclopædia 
Britannica, 1952.）； “The Confessions of St. Augustine” （tr. F.J.Sheed, Sheed & Ward, 1945）。和訳：『聖ア
ウグスティヌス告白』（上，下）（服部英次郎訳，岩波書店，2006）； 『アウグスティヌス：告白』（山田晶訳，
中央公論社，1990）；「告白録」（下）（宮谷宣史訳『アウグスティヌス著作集5―2』，教文館，2007）。その他：





そのような闘いで私はとても辛かったです。」（confluebat in praecordia mea maestitudo ingens et 
transfluebat in lacrimas, ibidemque oculi mei uiolento animi imperio resorbebant fontem suum usque 
ad siccitatem, , et in tali luctamine ualde mihi male erat.）（9.12.29）
　「…これと同じように，涙の中へ滑り落ちようとする私の中の子どもは私の中の若者の声に
よって抑えられ，黙っていました。あのお葬式が涙に満ちた嘆息や悲痛をもって執り行われるこ
とはふさわしくないと私たちは判断しました。…」hoc modo etiam meum quiddam puerile, quod 
labebatur in fletus, iuuenali uoce cordis, cohercebatur et tacebat. neque enim decere arbitrabamur 
funus illud questibus lacrimosis gemitibusque celebrare,）（9.12.29）
　「私の内側を重苦しく痛ませたものは何だったのでしょうか。それは一緒に作ってきた，と
ても甘美で親愛なる（信仰）生活の習慣から突然引き裂かれたことによる新しい傷以外に何で
しょうか？」（Quid erat ergo, quod intus mihi grauiter dolebat, nisi ex consuetudine simul uiuendi 
dulcissima et carissima repente dirupta uulnus recens?）（9.12.30）
　「…このように私は母の大きな慰めから見放されていたため，魂は傷つけられていました。私
の生と彼女の生から成り立っていたものは引き裂かれるようになったのです。」（quoniam itaque 







えようとしているものが何なのか知っていました（at ego in auribus tuis,…increpabam mollitiam 




の悲痛によって憔悴させられていたのです。（et quia mihi uehementer displicebat tantum in me 
posse haec humana, quae ordine debito et sorte conditionis nostrae accidere necesse est, alio dolore 




るようにできる限りのことをあなたに祈っていました。」（nec in eis ergo precibus fleui, sed toto 






…（睡眠後）少なからず私の悲しみが和らいできたことに気付きました。（neque enim exudauit 























































泣くことができました。」(libuit flere in conspectu tuo de illa et pro illa, de me et pro me. 9.12.33）
と祈る。そして，彼はそれまで抑えていた涙を放ち，願う存分涙を自分の心にまき散らす（ut 




20） J. J. O’Donnell, Augustine :Confessions （vol.III）, Oxford:Clarendon Press, 2013, p. 140. 










て泣いてくれるように求める。（et si peccatum inuenerit, flevisse me matrem exigua parte horae, 
matrem oculis meis interim mortuam, quae me multos annos fleuerat, ut oculis tuis uiuerem, non 










いると祈る（Ego autem iam sanato corde ab illo uulnere 9.13.34）。そして，神の婢女である母のた
めに別の種類の涙を神の前で流そうとする（fundo tibi, deus noster, pro illa famula tua longe aliud 
lacrimarum genus, 9.13.34）。アウグスティヌスによると，別の種類の涙というのは，アダムの中
で死んだすべての魂の危険 23）を認識することによって霊は激しく震えるようになるが，その霊か
ら流れ出るものである（quod manat de concusso spiritu consideratione periculorum omnis animae, 





るしくださることを切に願います。」（deus cordis mei,…nunc pro peccatis matris meae deprecor te; 
exaudi me…．dimitte, domine, dimitte, obsecro, ne intres cum ea in iudicium. 9.13.35）。
　生前モニカが遺言として残した言葉，「『あなたたちがどこにいようとも，主（イエスキリス






24） Carl G. Vaught, Encouters with God in Augustine’s Confessions: Books VII―IX, State University of New 










quotquot haec legerint, meminerint ad altare tuum Monnicae, famulae tuae, cum Patricio, 9.13.37），
そして，母のあの遺言の願いが『告白録』を読む多くの読者の祈りの中で彼女により実り豊
かに叶えられるように（ut quod a me illa poposcit extremum uberius ei praestetur in multorum 



































































































































































47） ロバート . A.ニーメヤー著・鈴木順子訳『〈大切なもの〉を失ったあなたに―喪失をのりこえるガイド』，
春秋社，2012，20頁の訳者注〈4〉，15，126―128頁。この書では，グリーフが一定方向に向かって一直
線に進行し，段階的に回復し向かうとする悲嘆反応の「段階理論」が，一連の心理的な変化に関する実
証的証拠を欠いているという理由で，否定するという見解が示される。その代りに喪の過程が喪失の意
味づけ，人生の意味・生きがいの再構成のような「意味再構成」のプロセスであるという最先端のグリー
フ理論が紹介される。参考までに，「段階理論」に関する基本的な資料は次のとおりである。12段階説
（アルフォンス・デーケン『死とどう向き合うか（新版）』，NHK出版，2014，31―38頁），5段階説（エ
リザベス・キューブラー・ロス＆デーヴィッド・ケスラ著・上野圭一訳『永遠の別れ』，日本教文社，
2013，28―62頁。）
48） アルフォンス・デーケン著「悲嘆のプロセス―苦しみを通しての人格成長」『生と死を考える』（曽野愛
子，A. デーケン編），春秋社，2002，63―67頁。悲嘆と死の因果関係に関する研究はこの箇所に簡略に
紹介されている。悲嘆と病症に関しては次のような資料を参考にせよ。柏木哲夫『死にざまこそ人生』
朝日新聞出版 ，2011，179―195頁。
49） 小此木啓吾，前掲書，5―6頁。対象を失った悲嘆などさまざまな感情の高まりが，もっとも直接的に感
情生活の影響を受ける器官としての心臓や血圧に影響を及ぼし，血液の科学的組成を変えて心臓病を誘
発する可能性もあるという。
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名古屋学院大学論集
面も存在する。その良さを宗教の枠の外へ広げ，受け身的な「悼む営み（mourning）」から世界
を学びなおす能動的な「悲しむ営み（grieving）50）」へ成熟させるのは，宗教の社会的課題で時代
的要請であろう。その具体的な方法はあるのであろうか。非キリスト教徒の死者のための祈り 51）
はこの問いに対する一つの答えを提供するきっかけになるかもしれない。さらには，グリーフケ
アが求められている現代社会において，「悲嘆をともにする」，「ともに悲嘆を生きる」文化 52）や，
死別による悲しみに対する社会的な冷淡さによって生じる諸現象（適応不良の神経症的反応）を
乗り越え，宗教的信念をもたない大多数の人々も受け入れられる宗教的儀式 53）を新たに構築して
いくことも世界を学びなおす「悲しむ営み」を広げる方法になるであろう。こうしたところにグ
リーフケアにおける宗教的アプローチの意義が見出されると考えられる。
　第三，ナラティヴの効果の意義である。10年以上前の死別の悲しみを振り返るアウグスティ
ヌスの『告白録』第9巻の悲嘆記事を，小事（第一悲嘆の抑制），中事（悲嘆を和らげる信仰的
事柄），大事（第二悲嘆の仕事）という三つの部分に分けると，前半部（主に第一悲嘆①～⑭）
においては小事と中事が混用され，後半部（主に第二悲嘆⑮～）においては中事と大事が混用
されることが明らかになった。つまり前半部においては第一悲嘆が理性の力で抑制されたり信仰
の事柄でやわらげられたりする小さなリズムが，後半部にいたっては第二悲嘆が涙とともに高揚
したり信仰の事柄で和らげられたりしていく大きなリズムが生じていることが分かったのであ
る。前半部の小さな波から後半部の大きな波へ高まっていくそのようなリズムは，アウグスティ
ヌスの雄弁術が駆使されたナラティヴの特徴であると考えられる。語り手の彼が母モニカの遺言
の実現という意図をもって聴き手の心に時間の中で起きた悲嘆の出来事を語るこのナラティヴ
は，まず彼自身の喪失の悲しみから立ち直るようにする癒しの手段 54）であるとともに，今日に至
るまで古代最高の自伝文学として評価される『告白録』の読者にも大きな感動を与えてきた。こ
のナラティヴにおいて特に注目すべき点は，アウグスティヌスが人間固有の特徴である喪失の悲
50） トーマス・アティッグ著・林大訳『死別の悲しみに向きあう』，大月書店，1998，9頁。「悲しむ営み」は，
悼む営み」がめざすべき目標のようなものとして，世界を学びなおす営みである。ここで学びなおすと
いうことは，私たちの生活のあらゆる面で一度に自分のすべてを投入して，この世界でいかに自分自身
であるべきかを学ぶことである。そのような学びをとおして，自分のさまざまな感情に耐えて生きるす
べを見つけ，喪失の生活のなかで自信，自尊心，アイデンティティを確立しなおそうと苦闘するように
なる（16頁）。そして，世界を学びなおすなかで，能動的に効果的に悲しむことによって，自分が気づかっ
た人のことを激しい苦痛・苦悶なしに思い出し，思い出を大切にすることができるという（71頁）。
51） オリエンス宗教研究所『キリスト教葬儀のこころ』，オリエンス宗教研究所，2010，204―205頁。カトリッ
ク教会のようにキリスト教の信仰に基づくビジョン，すなわち神のもとでの永遠のいのち（復活）のビ
ジョンをもってキリスト者でない死者のためにも祈ることを認める場合があるという。
52） 島薗進，前掲書，70，244―245頁。日本におけるグリーフケアのための宗教文化の再活用に関してはこ
の書の第2章と8章を参考にせよ。
53） G. ゴーラー著，前掲書，181―182頁。
54） ロバート・A・ニーマイアー著・富田拓郎・菊池安希子訳『喪失と悲嘆の心理療法』，2007，215頁。喪
失のナラティヴの効果に関してこの資料の213―225頁を参考にせよ。
アウグスティヌスにおける「喪の作業」
― 117 ―
しみを文学的に昇華させている 55）だけでなく，その文学作品を通して母を弔っている 56）というと
ころである。このような意味をもつ『告白録』のナラティブは，「意味再構成」を目指すグリー
フ演習 57）や，人生のリ・メンバリング（remembering）58）の方法などグリーフケアのナラティヴ・
アプローチにおいて示唆に富んでいるかもしれない。
6．おわりに
　以上，われわれは，アウグスティヌスの『告白録』第9巻に記されている彼の悲嘆経験につい
て考察した。母の死による悲しみを執拗に抑えようとする彼の姿が，果たして従来の研究者たち
が語るように，冷淡で人間味のないようなものに過ぎないのか，という問いをもって，キケロの
雄弁術の応用をてがかりに彼の悲嘆記事の分析を試みた。そしてこの分析から，当時キリスト教
を代表するこの古代人の喪の仕事が，現代のグリーフケアにおいてどのような意義を持つかにつ
いて論じてみた。アウグスティヌスの悲嘆から見えてくる死別による悲しみに対する伝統的なキ
リスト教的ケアはその教理にとどまっている限り今日の社会では排他的で，「しなやかな思考」
の欠けたイメージを払拭できないであろう。しかし，このような問題を抱えているにもかかわら
ず，古代人の文学作品から引き出される，悲嘆の身体的表現，宗教的ケアの肯定的側面，そして，
ナラティヴの効果といったいくつかの意義は，現代的グリーフケアに参考になる視点を提供する
と考える。
55） バーバラ・J・キング著・秋山勝訳『死を悼む動物たち』，草思社文庫，2018，312，328頁。バーバラ・J・
キングは，次のように悲嘆の思い（喪失の悲しみ）を芸術へ昇華する人間固有の特徴について強調する。
「すべての種のなかでも，ひとり人間だけが死に伴う悲しみを芸術というかたちに向けていくここがで
きるのは，人が回想録を書いていることからも明らかだ。…人間は言葉で悲しみを表すものだが…。」
56） 竹内整一「死の臨床と死生観」『死生学（1）：死生学とは何か』（島薗進・竹内整一編），東京大学出版社，
2106，254―255頁。竹内整一氏は，「弔う」ことを死者の世界を「訪う」こと，そして，死者の思いを「問
う」こと，さらにそれをまとめて「物語」へと作り上げることとして理解する。
57） ロバート・A・ニーマイアー著，前掲書，第3章を参考にせよ。
58） 水野治太郎・生田かおる著『ナラティブ・アプローチによるグリーフケアの理論と実際』，金子書房，
2017，91―92頁。ナラティブによるグリーフケアにおいてリ・メンバリングは，造語として「過去にも
う一度向き合う」，「過ぎ去った人生を振り返る」の意味であり，その意味には「思い出す」（remember）
と，仲間または会員の“member”という二つの要素がある。
